
  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 大阪医療技術学園専門学校 

設置者名 学校法人大阪滋慶学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

①授業計画の作成過程 

・教務部長と学科長が中心となり、年間授業計画と時間割を策定 

・学校長・常務理事の承認後、教育指導要領・学生便覧の作成 

・授業計画に沿った講師の選定 

・講師会議を開催、講師会議の案内にシラバスデータのダウンロード方法記載 

 ・講師会議にてデータまたは印刷した授業計画を提出 

 ・授業開始までにチェックと修正 

②授業計画の公表に係る取り組み 

・前年度 1月まで：授業計画と時間割の策定 

・前年度 2月～3月：教育指導要領・学生便覧への掲載準備・校正等 

・前年度 3月：講師会議開催・授業計画の回収 

・当該年度 4月：ホームページ掲載 

授業計画書の公表方法 
ホームページ「シラバス」 

https://www.ocmt.ac.jp/gakko/jyouhou/ 
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２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

・授業科目の学習成果の評価については、学則において、成績評価の項にて記載して

いる。また、学生便覧に掲載し、学生に周知している。 

＜定期試験について＞ 

・前期後期または当該科目の規定する時間数が開講されたのち、定期試験を実施する。 

・当該科目の在校生・受講生は受験資格があるが、所定の授業日数の 3分の 1以上欠

席した者は科目の評価を受けることができない。 

・欠席日数が出席すべき日数の 3分の 1以内でも各学科目の出席時間数が 3分の 2（実

習のみ 5 分の 4）に満たない場合は、補習を受けなければ定期試験を受けることがで

きない。 

＜試験方法＞ 

・筆記試験、実技試験あるいはレポート提出などの方法がある。学科長と当該科目担

当講師が相談により定める。 

＜成績評価について＞ 

・試験の成績は科目ごとに 100点満点とし、60点以上を合格とする。 

・学習の評価は、試験の成績、平素の学習状況、出席状況等を総合して、優（80点以

上）、良（70 点～79 点）、可（60 点～69 点）、不可（59 点以下）とし、可以上の評価

を与えられた者に、単位を認定する。 

・学習の評価基準は以下のように定める。 

①講義科目：試験素点 70％、出席評価点 20％、平常評価点（レポート、授業態度、

ノート等）10％ 

 ②実習科目：実習実技点 70％、出席評価点 20％、平常評価点（授業態度等）10％ 

・病気その他正当な理由により試験を欠席した場合、追試験を行う。 

・定期試験において学習評価が不可（59点以下）の科目については、所定の届出を行

ったのち、再試験を行う。出席不足により受験できなかった者は、所定の補習を終了

しなければ再試験を受験することはできない。 

・また、臨床検査技師科、鍼灸美容学科、言語聴覚士学科については別途規定に定め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

海外の大学等に留学する場合など、必要に応じて GPA制度による評価を行う。 

GPAは 1単位あたりの平均値を意味し、その算出方法は以下の通りである。 

 ①優（80点以上）、良（70点～79点）、可（60点～69点）、不可（59点以下）の 

4段階評価を A・B・C・D・Eの 5段階評価に置き換え、その評価を GP（Grade Point） 

の 4～0までの点数に置き換える。 

 ②置き換えた GPに履修した科目の各単位数を掛け合わせ、その掛けた数の総和 GPT 

（Grade Point Total）を履修科目の各単位数の合計で割る。 

【５段階評価】 

評点 評語 
Grade 

Point 

９０点以上 Ａ ４ 

８０点～８９点 Ｂ ３ 

７０点～７９点 Ｃ ２ 

６０点～６９点 Ｄ １ 

５９点以下 Ｆ ０ 

＜計算例＞ 

各授業科目で得たＧＰと当該授業科目の単位を乗じた合計が４０であり、各授業科目

の総単位数が２０の場合、ＧＰＡは２．００となる。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
ホームページ「試験規定」 

https://www.ocmt.ac.jp/gakko/jyouhou/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

・学位授与方針：高等職業人教育を通じて社会に貢献することをミッションとし、業

界の即戦力となる人材の育成を目的としている。その実現のため、建学の理念である

実学教育、人間教育、国際教育を行い、それぞれの能力を身につけた者に対して専門

士の称号を授与（卒業を認定）する。 

①医療・福祉・心理・美容業界に必要とされる倫理観・知識・技術・資格を身につけ

主体的かつ創造的に計画を立て実行する。 

②医療・福祉・心理・美容業界の職業人・業界人として社会に貢献することができる。 

③価値観の違いを尊重し、他者への関心や理解を備え、医療・福祉・心理・美容の業

界で多職種と連携をとり、協働することができる。 

④技術の進歩、社会の変化に対応し、自己研鑽を続けることができる。 

・以上の学位授与方針を、ホームページ、教育指導要領、学生便覧、募集要項におい

て公表している。 

・所定の授業日数の 3分の 2以上出席し、所定科目を全て合格していることが必要で

ある。 

・卒業を判定するため、卒業判定委員会を設け、卒業判定会議を行う。卒業判定会議

において認定された者が卒業及び専門士の称号が授与される。 

・臨床検査技師科、鍼灸美容学科、言語聴覚士学科については、別途規定を定め、卒

業判定会議において総合的に判定する。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
ホームページ「学生規定」・学科別「教育評価規定」 

https://www.ocmt.ac.jp/gakko/jyouhou/ 
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